
私たちの日々の生活を守ってくれます。
感謝！

長岡景観情報紙  第5号

ちびっこたちが、広～い建物の中で、のびのび過ご
しています。

大震災の際には、仮設住宅が建っていました。

　中越大震災をきっかけ
に整備された「防災公園」
は、見事な景観を形成し
ています。

　中越大震災をきっかけ
に整備された「防災公園」
は、見事な景観を形成し
ています。

長岡市民防災公園長岡市民防災公園
～操車場跡地が生まれ変わった次世代防災拠点～～操車場跡地が生まれ変わった次世代防災拠点～
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変わるまちと景観

緑花センターには、市民が育てた様々な花があり、
心癒されます！

緑花センター

公園に隣接する消防庁舎

市民編集員のみなさん
子育ての駅ぐんぐん

　私たち世代が異なる３人の編集
員が、「変わるまちと景観」をテー
マに、ホットな景観にスポットをあ
て、取材しました。







　「雁木通り」は、栃尾の景観の代名詞となって
います。私有地に私財で建築され、歩道に使わ
れている雁木。住民と大学生との新しい雁木づ
くりの取組も行われています。

　中越大震災の震源地にほど近い川口運動公園内のゴルフ場跡
地に、平成23年、当時のクラブハウス施設を再活用した震災メモ
リアル施設「川口きずな館」がオープンしました。地域内外から多

くの人々が集まり、
活動拠点となって
います。

長岡景観情報紙第５号

取材を終えて…取材を終えて…

（編集員 五十嵐栄作）
　スタッフ一同、終始本気で熱心に仕事ができて、楽しく、勉強になりました。今まで、見たこともない景観に驚いたこともしばしばです。
特に、災害の悲惨さを見ると、改めて人間の絆の大切さを痛感しました。

市民編集員：五十嵐 栄作・内田 傑・小出 陽一
発行：長岡市都市整備部都市計画課（電話：０２５８－３９－２２２５）  長岡市大手通２－６ フェニックス大手イースト８Ｆ
　　

　「雁木通り」は、栃尾の景観の代名詞となって
います。私有地に私財で建築され、歩道に使わ
れている雁木。住民と大学生との新しい雁木づ
くりの取組も行われています。

栃尾・雁木通り栃尾・雁木通り
～多世代で残す歴史的風景～～多世代で残す歴史的風景～

川口きずな館川口きずな館
～復興への活力の結集～～復興への活力の結集～

街には、昔懐かしいネーミングの小路が多
くあり、歩く楽しみを与えてくれます。

城山の麓に形成されている雁木の街なみ
は、次世代に残したい「景観」です。

豪雪の中でこそ効果を発揮し、人々の生
活を守っている雁木。

川口小・中学校の児童・生徒が感謝と復興のメッセー
ジを記した「震央碑」

運動公園内からは、越後三山が遠望で
きます。

テラスから眺める山あり
谷ありの地形は絵になり
ます。

平成２５年3月発行

　編集員の五十嵐です。８２歳になりました。
字を書くこと、絵を描くことが、子どものころから好きです。現
役のころ、営業企画、会社誌などの分野で仕事をしました。こん
な経験を活かしたいと思って応募しました。
　このページは、私が紹介します！

　地域に残る雁木を、住民と学
生とのコラボレーションにより、
毎年１棟ずつリニューアルして
います。

　きずな館の運営は、「ＮＰＯ法人く
らしサポート越後川口」が行ってい
ます。このきずな館を中心とした地
域全体の魅力向上・活性化が期待
されます。

ここに注目!

ここに注目!

周辺の見どころ !

生まれ変わった栃尾の雁木が見られ
ます！


